
    

 
 
 
 
 
 

 

 

 

   今年の読書月間の標語は「ホントノキズナ」でした。学校図書館では、さまざまなイベン 

トを通して本と子どもたちとの間に多くの絆が生まれたのではないでしょうか。 

   今回は、読書月間中に各学校で取り組んだ「読書講演会・読書集会・読書と給食のコラボレーション」

について、取材させていただいた内容をご紹介します。 

 

 
 

 

  

  

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本となかよし給食  市川市立妙典小学校の１０月の献立に・・・ 

 妙典小学校では読書月間に、ブックス委員会とイート委員会で「お話の中に出て 

くるメニューを給食に出す」という新しい企画を考えまし 

た。みんなの希望の多かった「わかったさんのアップルパ 

イ」「ぐりとぐらのカステラ」「はらぺこあおむしのジャム 

マフィン」「ピッツァ坊やのピッツァ」の４つのメニューが選ばれました。 

この日は、みんなが朝から給食を楽しみにしていて、残菜もいつもより少なか

ったそうです。絵本の中のメニューが給食で出るなんてとても素敵ですね。 
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        市川市立鬼高小学校 秋の読書まつり集会 『 宮西 達也 さん 』 
                  鬼高小学校では、「この本は君の夢への１ページ」というテ 
                 ーマで宮西達也さんをお招きして、秋の読書まつり集会が行 

われました。第一部は、子どもたち全員が学年ごとにわかれて、 
宮西さんの絵本を劇やオペレッタにアレンジして披露しまし 

た。どの作品も見ごたえのある発表で、子どもたちが絵本 
の内容を理解し、楽しんで演じている様子が伺えました。 

                   第二部では、「にゃーごのやさしさ・ティラノの思いやり」 
                  という演題で宮西さんの講演会が行われました。宮西さんは 
                  絵本を作る時に、まず最初にテーマを決めるそうです。子ど 
もが夢を持てるように、またやさしい思いやりのある人になって欲しいと願い、子どもに理解できる 
言葉で作るそうです。でも、絵本は子どもだけが読むのではなく、誰が読んでも良いのだとおっしゃ

っていました。素敵な絵本との出会いは、きっと子どもたちの夢への足掛かりとなることでしょう。 

１０月３１日 

今年の夏の学校図書館開放日に、保護者ボランティアの

「プラタナス読書会」の皆様が、２日間に渡り大活躍してく

ださいました。大型絵本の読み聞かせやパネルシアター、人

形劇とどれも子どもたちに好評で大盛況となりました。 
                                       プラタナス読書会の皆様の好演もさることながら、子ども

たちの聞く態度も素晴らしく、真剣に耳を傾け、お話に一喜

一憂する姿を見て、日頃の読み聞かせの成果であると感心す

ると同時に、“感動が心を育てる”ということを実感しまし 
た。本校の学校目標である「やさしいこころ」を子どもたちに与え、夢や希望を生み出す本の力をあら 
ためて確信した一夏でした。                      

市川市立市川小学校 学校図書館員 吉川 郁子 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 
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ジャムマフィン 

カステラ

               市川市立菅野小学校 作家講演会 『 又野 亜希子 さん 』 
菅野小学校では、本となかよし月間に又野亜希子さんをお招きして、「車イスから見える世界って

けっこう素敵」という演題で、全校児童が体育館に集まってお話を聞きました。 
又野さんは、日常の様々な場面の中からご自身の体験を通して具体的な事例を挙げ、ソフト面・ハ

ード面のバリアフリーについて、子どもたちに分かりやすくお話ししてくださいました。そして、町

で、困っている人を見かけたら「お手伝いしましょうか？と、

勇気を出して声を掛けてみてください」と子どもたちに伝えま

した。最後に①どの命も輝いている。②自分を信じる。

③人間は一人では生きられない。という３つのことを

お話しされました。又野さんは、体育館の壁いっぱい

に掲示された子どもたちからのコメント一つ一つに、目を

通していらっしゃいました。講演会を終えた子どもたちの中

に「心のバリアフリー」が芽生えたことと思います。 

１０月２２日 

読書感想画 

        市川市立冨貴島小学校 読書講演会 『 長谷川 知子 さん 』 
冨貴島小学校では、「本の世界 開けばみつかる 宝物」という 

テーマで、長谷川知子(画家・絵本作家）さんをお招きして、低学 
年・高学年にわかれて、読書講演会が行われました。 
 体育館には、長谷川さんの作品を読んで描いた絵や感想文がた 
くさん飾られていました。長谷川さんが絵本作家になるきっかけ 
となったのは、中学生の時に、先生に絵を褒めていただいたこと 

だそうです。実際に絵本の挿絵に使った原画を 
たくさんご用意くださり、絵本の中の挿絵と見 
比べながら、絵本が完成するまでの過程や、苦 
労について、子どもたちへの問いかけを交えながらお話ししてくださいました。 
すばらしい原画を直接見ることができた経験は、子どもたちにとって、本の世界

        から届いた素敵な宝物となったのではないでしょうか。 

１０月２５日 


